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【 2021/09 第1例会 】

第3074回例会 （リモート）

2021-22年度 ： RIテーマ

「SERVE TO CHANGE LIVES 奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」

安城ロータリークラブ会長方針：

「アットホーム ロータリー！～奉仕を通してロータリーを楽しもう～」

1. 本日リモート例会終了後、引き続き理事会を行います。

理事の方はそのままお待ちください。

2. 9/10（金）は、リモート例会（ZOOM）です。

3. 9/12（日）油ヶ淵にて予定しておりました、地球環境保全

プロジェクトは中止といたします。

会員誕生日 ３名

婦人誕生日 ３名

結婚記念日 １組

38年間の職場と人生 ～関わってきた人々～

何を話そうかと迷っていましたが、前の市役所職員の頃をよくよく振り返ると、このロータ

リークラブの中にも多く関わってくれた方もいらっしゃるので、お世話になった人を含めて前

職のことを話そうと思います。

大学時代の専攻は金属、鉄鋼でありバリバリの工学部理系の出身です。そんなものが何

で市役所なんかに入ったかというと、これはまた長い話になるので次の機会にします。

昭和57年、23歳になる年に入庁し、理系出身ということで、最初の配属先は公害対策課で

した。検査機器も扱えたのでここではこのような仕事（スライド参照）をしていました。

そして公害防止委員としてこの方にお世話になりました。加賀末九郎さんです。どなたか

のお父様です。

次の職場はやはり役所だから税金を経験しようと思って市民税課を希望しました。市役所

も人事異動の希望が出せるんですね、どこどこに替わりたいとか何々がやりたいとか。大

抵は願いどおりはならないですが自分は結構希望通りが多かった運のいい方だと思いま

す。それで希望通り市民税の課税する係に配置転換です。そこでは上司のところにしょっ

ちゅう来る税理士がいまして、何か行政と癒着してるんじゃないかとか思ったり、でも差し

入れもしてくれたり,僕ら若造にもフレンドリーでした。当時たしか「うちの息子も、もう税理士

試験の科目免除が受けれて、資格が取れるから安泰だ」とか言っていました。その税理士

は永谷博茂さんという先生でした。

とにかく確定申告の時期が一番忙しいけど楽しい時でした。今のようにパソコンで打てま

せんので、全部電卓と手書きです。この時期は、市内の税理士さんも無料税務相談とか

言って、半ばボランティアで参加してくれました。昼間に申告書を書いて、夜残業で点検し



言って、半ばボランティアで参加してくれました。昼間に申告書を書いて、夜残業で点検し

データ入力するのですが、このベテラン税理士さんたちの手書きの間違いが多くて困りま

した。扶養の人数と金額が違うなど、結局夜電話して謝るのは僕らでした。その代表格は、

人はとても良いのに間違いが多かった、この方です。大見典男税理士でした。まさかご子

息が弁護士や税理士なんて超頭の良い家系とは知りませんでした。

この時期２０代後半で、地元の消防団に入っており市の大会で３連覇したり、県大会へ何

度も出たりして意気盛んな時でした。ある年に市の大会で優勝して祝勝会した後、どの分

団が県大会へ出るかが問題になり、夜にも関わらず当時の消防団長さんのところに押しか

けて詰め寄ったことがありました。血気だった青年将校が起こした2.26事件や5.15事件の

ようなもので、本当に礼儀のわきまえない若気の至りと反省しています。その時の消防団

長さんが、加賀昭成さんでした。

そんなこんなで、消防団を１２年間努め、新しい団長さんはどうも厳しく、怖い方だと聞い

ていたので仲間を連れてさっさと退団することにしました。新しい団長は横山真喜男さんで

す。

４年間税金にいて、次は二本木に新幹線の駅を造ったから、そこで区画整理をやれとの辞

令です。税の経験者は用地買収に係る土地譲渡税に明るいからといってよく回されます。

家屋移転もバンバン契約取って自分が行くところ買えないものはない位張り切っていまし

た。時はバブルの最盛期です。今のホテルグランドティアラの立っているところを坪単価２

１０万円で買いに行ったりもしました。これは地権者に相続が発生して納税の為に市で

買ってくれないかということで、移転を条件に買収しました。

別に有頂天になっていたわけではありませんが、突然裁判の被告人になりました。開発業

者が買った土地が市役所の言ったとおりの時期に使えない、嘘を言われたというものです。

当時のバブル期は投機的な土地購入は禁止され、買っても使わないと不動産取得税が大

きく課税されるというような制度がある時期で、それで訴えられたようです。当然そんな事

実や証拠も無いので結果は棄却だったと記憶してます。その時の弁護人が神谷明文弁護

士と尾本弁護士でした。

次は３４歳で財政課の予算係です。国で言う大蔵省主計局です。いよいよ中枢での仕事だ

と張り切って、杉浦正行市長のもと予算編成を５年間やらせてもらいました。財政課にいる

と市全体の動向がわかるので、次は高齢化時代が来て高齢者の福祉がやりがいありと感

じ希望通り高齢福祉課に替わりました。そしてその後平成１２年介護保険が始まるからと

そちらに替えられました。

その頃、桜井駅周辺で鉄道高架や区画整理をやるのだけど、反対運動が起きて事業が進

めれない状況が出来ていました。そんな時に「荻須、お前を正式に係長にしてやるから、

反対運動を沈めて何がなんでも事業を進めてこい」との命令。４３歳です。役職者になると

配置転換は個人の希望というより問題解決するためには誰を充てるかで決まります。「三

河安城で頑張ってたあいつがいいぞ」くらい影で言っていたのでしょう。職場の新年会に、

時の杉浦市長さんまでが参加され励ますなどありえない光景でした。市長がそんな下々の

宴会に来るなんて、地元の事で余程一生懸命だったのでしょう、激励を受け刺激になりま

した。そして、桜井駅周辺地区まちづくり委員会というのがあって、その委員長さんがこう

発言されたのを覚えています。「自分だって土地が減る区画整理なんて反対だ！でも新し

いまちづくりを皆で決めたことだからしっかりやっていこう」と激を飛ばしました。地元の名

士といわれる人の発言は重いなあと感じました。その方は横山登喜次さんです。どなたか

のお父様です。

なんとか進めていき、年が明けた平成１５年２月の市長選挙。杉浦正行VS神谷学。新人は

公約に桜井の鉄道高架事業凍結と銘打って、区画整理反対者が加担し選挙ビラも配布し

たりしました。僕らは現職で間違いないと思っていましたが、結果は新人が現職を破る結

果に。選挙後初の３月議会では、旧市長派の市議が予算審議を否決するなど混乱。僕ら

の係は一気に要らない子ばかりのチームになってしまいました。とはいえ事業は進めてい

き桜井は今の有様です。

このように、地元がバタバタしているとろくなことはありません。同和を名乗る暴力団が入

り込んで移転補償金を吊り上げる脅しを受けました。仕組みはこうです、地権者の家屋を

買ったことにして脅して高額に釣り上げた移転補償金を市からせしめるもので、いかにも合

法的な契約に見せるものです。県警からは絶対に言う通り契約したらダメだぞ、市民への

裏切り行為だと脅され、暴力団からは嫌なら事務所（いわゆる暴力団事務所）を出すぞと

か脅され板挟みでした。結果は、なんとか逮捕してもらいましたが大変でした。新聞各紙に

も大きく記事として載りました。

(スライドの)この左の新城の記事は、もともと道路拡幅で移転対象の物件を、裁判所の競

売により2500万円で暴力団が取得し市に移転補償金として7500万円払わせたという事件



イニシエーションスピーチ　　 沓名　一樹君

売により2500万円で暴力団が取得し市に移転補償金として7500万円払わせたという事件

です。これが載ってから新城市役所は大変だったと聞いています。記事のこの部分を拡大

します。（拡大部分）「男性職員に対して同和団体を名乗り「自宅にバスを出す」この男性職

員44歳は私のことです。

次に４７歳で管理職となり市民安全課です。交通安全や防犯活動が仕事で、交通安全協

会の安城交通の竹内さんや加賀さんにもお世話になりました。

次に５１歳、神谷市長が公約に掲げたごみ減量２０％を達成しろと、ごみ減量推進室長。

なんとか達成として始末できました。

次に５３歳、経営管理課長で行政改革を担当しました。時の民主党政権が事業仕分けを

行い、あの蓮舫がスパコンで「２位じゃダメなんですか？」というやつです。これを安城で実

施しろという命令。そんな女性で論破できる人はどこにいるのと苦慮した結果、深津法律

事務所にお願し稲垣礼子弁護士に仕分け人を引き受けてもらい、もう一人は神谷明文法

律事務所にお願いし、財前かのこ弁護士に引き受けてもらい見事に成功しました、ありが

とうございました。

そして５６歳企画部行革･政策監です。滋賀県大津市でいじめを教育委員会が隠蔽したことで市長がもっと教育委員会に

関与できるよう法改正があり、「総合教育会議」というものを始める必要がありました。その市長側の事務局です。時の教育

委員長が大見宏先生でした。ご本人は覚えがないと思いますがお世話になりました。

そして５７歳、産業振興部長です。和泉と榎前に工業団地を造るからお前が立ち上げて、市長の任期中に完売しろの命令。

そして、所管は農務課、農業委員会、土地改良課、商工課、デンパークです。優良な田んぼを潰して工場誘致とはいったい

何の産業振興だと農業関係者からの突き上げは厳しかったです。まあなんとか造成し、完売御礼でやれやれ。

この時期立場上、商工会議所の役員さん、安城商店街連盟の細井さん、サルビアスタンプ会の杉山さん、はじめ多くの商

工業関係者の皆さんや農業関係者とお近付きでき、大変お世話になりました。

定年を迎える最後１年での、人事異動は無いだろうと高をくくっていたところ、三河安城駅南の市街化区域拡大の予定面

積が６３haと大きく、図らずも地権者の仮同意書も取れてしまったから、お前が何とか縮めてこいとの指令。大規模な面積で

何年もかけてやっていると、人口が減り土地価格が下落すると事業は破綻するのでコンパクトな面積にするのです。最後に

嫌な仕事が回ってきたものです。地元説明会で矢面に立ちなんとか区域を分割し順番で進めるということで納め、１９haで

スタートすることにしました。

しかし、いまだに区域から外れた地権者には、農地が高く売れるはずだったのに、土地活用出来たのに期待してたと、お

叱りを受けています、某商工会議所の偉い方も、お前が外したとか言われ続けていますけど……

このように、振り返ってみますと、本当に多くの方々のお世話になり、決して人はひとりで生きているのではなく、人は多くの

人に生かされているということが今更にして思う次第です。皆様に心より感謝です。

ご清聴ありがとうございました。

只今、ご紹介頂きましたABホテル株式会社の代表取締役社長をしております沓名です。

7月より、伝統ある安城ロータリーに入会させて頂きまして、誠にありがとうございます。こ

の度はイニシエーションスピーチという事でつたない話になるかと思いますが、皆さんに覚

えて頂けたらと思います。

私は昭和55年3月9日生まれの現在41歳です。大きな病気もなく、いたって健康ですが、お

酒が好きな方でして、コロナになって、外で飲む機会は減りましたが、家で日本酒を週１

ペースで飲んでます。

現在、私の住んでいる所は、三河安城駅の近くに住んでおりまして、妻と子供が３人いま

す。趣味は音楽と映画、あとアニメをよく見ています。コロナ前まではバスケを毎週しており

ましたが、コロナでできなくなってしまった為、最近はゴルフの練習に行っております。練習

はしておりますが、あまり上達しない日々が続いております。ゴルフが行われる際はぜひ

参加したいと思います。ゴルフのベストスコアは奇跡的に84がありまして、通常100ぐらい

でしたが、ゴルフコンペでなぜか優勝する事ができました。

私の名前に関してですが、一に樹木の樹で一樹と申します。次男でありながら、一の付い

た名前となっています。父である沓名ガバナーにその事について聞いたのですが、母が入

院していた病室から、一本の大きな木が見えたという事と、私は次男で一人でも、大きくな

れる様にと一樹とつけたと言っていました。

生まれは愛知県安城市で小中高と和泉町で育ちまして、大学は兵庫県芦屋市の方に行っ

ておりました。大学卒業後、ホテル勉強と語学留学を兼ねて、１年程度、ニューヨークに



ておりました。大学卒業後、ホテル勉強と語学留学を兼ねて、１年程度、ニューヨークに

行っておりました。

大学時代は若気の至りではありますが、夜のダンスクラブでよく遊びに出かけておりまして、

そんな中、当時、流行していたDJという、ラジオのDJではなく、クラブで音楽をかけるDJには

まっておりまして、大学時代は、レコードを買ったり、ターンテーブルを操作する腕を磨いて、

夜のダンスクラブでDJをしていました。

その後、ニューヨークに留学していた際も、ニューヨークでDJをやってみたいと思い、英語

がたどたどしい中、ダンスクラブのマネージャーの人を紹介してもらい、隔週でダンスイベ

ントを行いました。無料雑誌に載せてもらったり、チラシを配ったり、集客力のあるDJを探し

て、お客さんを呼んだりと趣味が講じて、色々と経験を積む事ができました。それなりに集

客できるようになったのですが、日によって、人気のイベントがあったり、固定客がつかな

かったりと、仕事をする事の難しさを痛感しました。ニューヨークに行っていた際は、ホテル

調査もしておりまして、英語学校の方でインターンの紹介をしてくれるという事でニューヨー

クのホテルで働けないかと問い合わせをしましたが、テロの後でニューヨークのホテルは、

今は難しいと言われてしまい、インターンはできなかったのですが、ニューヨークでフロント

や外観、ロビーを見て回りました。安い所も高い所も見て回ったのですが、ほんと色々なホ

テルがある中、その当時、ニューヨークを拠点に２、３店舗ぐらいしかなかったホテルチェー

ン「Wホテル」というホテルを見つけました。現在は、世界に展開しているホテルチェーンで

すが、その時でも人気で色々な雑誌等で掲載されていました。そのホテルはまず外観が派

手である事と、1階のロビーがラウンジになっており、ファッションショーや私が好んでいた

DJもそこでイベントを行っておりました。いつかはこんな形で色々な面で楽しめるホテルを

作ってみたいと思い、ホテルというものの可能性の広さを思い知りました。ABホテルのネー

ミングも当初「東祥イン」という名前でしたが、これからの新しいホテルにしたいという事で

Wホテルを参考に「ABホテル」という名前になりました。表向きはアメニティブライト、快適で

心地よいという意味合いですが、中身は安城のビジネスホテルでABとなります。

その後、2003年に株式会社東祥に入社しました。その後、2014年に株式会社東祥からAB

ホテルを会社分割しまして、2016年に社長に就任し、その翌年、2017年12月に東京証券

取引所ジャスダック市場と名証二部に上場して、今日に至っております。

ABホテルは、安城市では、三河安城に３店舗と来年の4月に安城駅から10分程度の所に角文さんが計画しておりますデ

ンシティの一角に出店する予定となっております。現在の店舗数は、愛知県を中心に日本全国に32店舗、展開しております。

こちらにいらっしゃる細井さんには、当社の社外取締役として、小野内先生には、当社の監査役をして頂いております。毎月、

取締役会が行われるのですが、皆様、あらゆる業態で培われた経験を元にホテル運営や会社経営に関するアドバイスを頂

いており、いつも勉強させて頂いている次第です。あと、以前、私の代わりに安城ロータリーに所属しておりました東さんも

当社の常勤監査役として、大変お世話になりました。この度は、東さんが任期満了に伴い、私が伝統ある安城ロータリーに

入らさせて頂く事となりました。

そういったきっかけがあったものの、沓名ガバナーから、このロータリーを通じて、仕事に対して、大変役に立ったと、考え方

についても、大変影響を受けたという話を聞き、私自身も入会しようと思いました。沓名ガバナーには色々と教えてもらって

いるのですが、あらゆる場面、あらゆる問題に直面した際に企業はどうあるべきかの考え方をいつも相談している訳ですが、

近くで見ててもすごいなと思わされる場面があります。その中でも経営方針についてですが、当社や親会社では「世のため

人のために尽くす」という文字の記載があります。仕事は業務を行い、利益を作る訳ですが、そういった仕事において、奉仕

するという考え方があります。仕事を通じて、私もその大事さ、よく分かるようになってきました。経済はお金が回り続ける事

で景気が良くなります。人においても、ビジネスや観光で人が動く事で経済がよくなります。そういった方達にその土地に訪

れて当ホテルに泊まって、よく眠る事ができたと言ってもらえるホテルを作るという事、そして、女性一人でも、泊まりやすい

と言ってもらえる事、ただ単にホテルを作るだけではなく、人から感謝される仕事をする事、そういった思いを入れる事が大

事であると教わりました。人生という長い時間を仕事で費やす訳なので、自分自身が生きてきた証にもつながるのだと思い

ます。そういった仕事をこれからも行っていきたいと思います。

しかしながら、今現在、このホテル業界はコロナウイルスの影響で甚大な被害が出ております。当社、ABホテルに至っても

ホテル需要が激減しました。今まで、店舗拡大で年間3～5店舗開業し、毎年、二桁の増収増益をしてきましたが、それも安

城を残して、取りやめる所はすべてストップしました。時間をかけて、交渉してきた契約も解除を行ってきました。

そして、昨年の３月からのこの１年と半年、売上の上げ方、経費の削減の仕方を模索し、実施した結果、なんとか、昨年度

はホテル業界ではあまりない黒字で終える事ができました。そのおかげもあって、日本経済新聞で大きく取り上げて頂きま

した。今期に至っても、更なる計画を作って、実行していこうと考えております。

以上で私のイニシエーションスピーチは以上になります。失礼を省みず、取りとめのない内容で大変恐縮しておりますが、こ

のような機会を頂き、誠にありがとうございます。伝統ある安城ロータリーの皆様との親睦と奉仕活動を通じて、世の中に貢

献できるよう、微力ではございますが、努力したいと思っておりますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し

上げます。


